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法
律
行
為
と
意
思
自
由
三
　
野
　
陽
　
治
五四三二一、　　、　　、　　、　　、
目
　
次
序
論
意
思
表
示
と
意
思
の
関
係
錯
誤
と
意
思
自
由
強
迫
に
因
る
意
思
表
示
、
公
序
良
俗
違
反
を
内
容
と
す
る
行
為
と
意
思
自
由
行
為
能
力
と
意
思
自
由
一
、
序
論
法
的
に
保
護
き
れ
る
自
由
に
は
文
化
的
創
造
の
自
由
と
競
業
の
自
由
の
外
に
文
献
と
判
例
の
中
に
は
特
に
契
約
の
自
由
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
法
的
仲
間
の
側
か
ら
は
他
人
が
強
制
、
強
迫
ま
た
は
詐
欺
に
よ
り
契
約
締
結
を
さ
せ
ら
れ
た
と
き
に
は
契
約
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
或
る
人
が
一
定
の
契
約
を
締
結
し
な
い
義
務
を
負
担
す
る
よ
う
な
自
由
を
拘
束
す
る
契
約
も
こ
の
侵
害
と
な
る
。
た
し
か
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三
六
に
こ
の
場
合
に
は
契
約
自
由
を
制
限
す
る
法
律
行
為
は
（
ド
イ
ッ
民
法
｝
二
三
条
詐
欺
強
迫
の
行
為
）
取
消
き
れ
ま
た
は
（
ド
イ
ツ
民
法
一
三
八
条
良
俗
違
反
の
行
為
）
無
効
と
な
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
善
良
な
風
俗
違
反
の
方
法
で
故
意
に
損
害
を
加
え
た
者
が
負
担
す
る
損
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
i
）
害
賠
償
義
務
が
発
生
す
る
（
ド
イ
ッ
民
法
八
二
六
条
）
。
ま
た
過
失
が
あ
る
が
加
害
の
意
思
の
な
い
と
き
に
は
適
用
が
な
い
　
通
常
は
行
為
の
善
良
の
風
俗
違
反
を
知
れ
る
こ
と
を
要
し
な
い
が
．
知
ら
な
い
こ
と
に
過
失
も
な
い
と
き
は
責
を
負
は
な
い
と
さ
れ
（
2
）
畔
櫛　
法
規
は
多
数
の
規
範
に
よ
り
個
人
の
霞
由
を
保
護
し
て
い
る
．
公
法
は
次
第
に
古
い
海
由
制
限
を
廃
止
し
．
個
々
の
自
由
権
が
憲
法
上
に
保
障
き
れ
て
来
た
。
　
さ
ら
に
ド
イ
ツ
基
本
法
は
人
格
発
展
の
権
利
を
規
定
す
る
二
条
の
中
で
一
般
的
行
動
の
自
由
を
基
本
権
と
し
て
認
め
て
い
る
。
刑
法
典
は
多
く
の
自
由
侵
害
の
構
成
要
件
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
ド
イ
ッ
民
法
の
不
法
行
為
を
規
定
す
る
八
二
三
条
二
項
の
保
護
法
規
に
違
反
し
て
人
に
損
害
を
加
え
た
と
き
の
保
護
法
規
の
申
に
含
ま
れ
、
侵
害
者
に
対
す
る
個
々
の
補
償
請
求
権
を
保
障
し
て
い
る
。
権
利
侵
害
の
不
法
行
為
を
規
定
す
る
ド
イ
ッ
民
法
八
二
三
条
一
項
に
は
．
重
大
な
そ
し
て
典
型
的
な
侵
害
の
み
特
に
懲
罰
が
公
的
利
益
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
る
も
の
の
み
を
包
含
す
る
狭
い
要
件
を
超
越
し
て
、
違
法
な
侵
害
に
対
し
自
由
を
保
護
す
る
一
般
的
規
範
が
含
ま
れ
て
い
る　
殊
に
通
説
は
こ
の
規
定
を
狭
く
解
し
て
い
る
。
通
説
に
よ
る
と
身
体
的
活
動
の
自
由
並
び
に
暴
行
ま
た
は
強
迫
に
よ
る
一
定
の
行
為
へ
の
強
制
の
み
が
こ
の
申
に
入
る
。
判
例
に
ょ
り
侵
害
の
場
合
と
見
ら
れ
る
も
の
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
罪
な
き
人
の
拘
留
を
生
ず
る
よ
う
な
虚
偽
の
申
告
を
行
う
こ
と
、
精
神
病
者
を
違
法
に
病
院
に
監
禁
す
る
こ
と
．
自
由
剥
奪
を
以
っ
て
な
き
れ
る
脅
迫
等
で
あ
る
。
こ
の
各
々
の
場
合
に
は
自
由
の
問
題
を
完
全
に
は
論
じ
つ
く
し
て
は
い
な
い
。
人
間
の
精
神
は
常
に
身
体
に
つ
い
て
の
認
識
と
究
明
に
向
け
ら
れ
、
間
接
に
の
み
外
界
の
事
物
に
関
し
て
理
解
す
る
か
ら
、
自
由
の
問
題
に
つ
い
て
も
身
体
の
活
動
の
自
由
を
保
護
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
感
じ
と
っ
て
来
た
。
近
世
の
初
頭
以
来
人
間
は
内
的
自
由
特
に
精
神
の
自
由
と
良
心
の
自
由
の
意
味
を
認
め
、
カ
ン
ト
は
自
由
の
本
質
は
影
響
と
強
制
か
ら
の
独
立
の
申
に
よ
り
も
原
因
力
す
な
わ
ち
行
動
し
世
界
と
自
己
自
身
を
形
成
す
る
能
力
に
あ
る
と
い
う
重
大
な
洞
察
を
行
っ
た
。
通
説
が
ド
イ
ッ
民
法
の
保
護
す
る
自
由
を
活
動
の
自
由
と
消
極
的
意
昧
に
於
け
る
自
由
の
中
に
の
み
見
い
出
す
な
ら
ば
、
そ
の
本
質
か
ら
、
わ
ず
か
な
部
分
の
自
由
の
み
し
か
見
ず
、
そ
し
て
人
間
の
行
動
の
広
い
範
囲
に
於
い
て
人
格
を
不
保
護
の
ま
ま
に
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
基
本
法
二
条
一
項
の
申
で
人
自
身
の
自
由
以
外
に
明
瞭
に
個
人
に
一
般
的
行
為
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
。
民
法
に
と
っ
て
も
個
々
的
に
は
詳
細
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
消
極
的
に
の
み
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
絶
体
権
と
し
て
保
護
す
べ
き
自
由
の
領
域
の
並
立
が
こ
の
点
で
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
い
文
献
の
申
に
す
で
に
ド
イ
ッ
民
法
八
二
三
条
一
項
の
自
由
の
概
念
が
広
く
解
さ
れ
、
新
し
い
学
説
の
一
部
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
は
自
由
な
意
思
活
動
へ
の
無
形
の
影
響
の
場
合
に
も
自
由
侵
害
が
存
し
う
る
と
し
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
人
格
侵
害
の
場
合
に
無
形
の
損
害
の
た
め
の
金
銭
賠
償
を
保
障
し
う
る
た
め
に
ド
イ
ツ
民
法
八
四
七
条
の
自
由
概
念
を
精
神
上
の
自
由
剥
奪
へ
類
推
し
て
い
る
。
し
か
し
多
く
の
場
合
は
軽
微
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
的
行
為
の
自
由
の
侵
害
の
場
合
に
慰
謝
料
を
広
範
囲
に
保
障
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
的
保
護
を
一
般
的
人
格
権
の
侵
害
と
い
う
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
と
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
般
的
人
格
権
の
内
容
は
大
変
不
確
実
で
あ
る
。
　
民
法
上
各
種
の
自
由
が
権
利
の
内
容
と
し
て
、
不
法
行
為
の
規
定
に
よ
り
人
格
的
な
利
益
が
保
護
き
れ
て
い
る
が
、
更
に
法
に
よ
り
私
的
自
治
、
契
約
自
由
が
保
護
さ
れ
て
い
る
。
契
約
は
二
つ
の
根
幹
と
二
つ
の
本
質
的
特
徴
を
も
っ
て
い
る
し
、
こ
れ
に
よ
り
契
約
が
他
の
法
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八
律
行
為
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
一
つ
が
他
よ
り
も
一
層
密
接
に
人
格
の
自
由
な
発
展
に
関
連
し
て
い
る
。
た
し
か
に
契
約
は
一
面
で
は
自
律
行
為
と
考
ら
れ
、
こ
の
背
後
に
倫
理
上
の
自
己
責
任
が
存
し
う
る
。
契
約
が
自
己
の
意
思
に
よ
り
か
な
り
な
部
分
の
自
己
の
関
係
を
秩
序
づ
け
る
人
問
の
基
礎
的
権
限
の
手
段
で
あ
る
し
、
契
約
自
由
は
た
し
か
に
広
義
の
自
由
思
想
の
中
に
あ
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
他
の
点
で
す
ぐ
れ
て
い
る
。
調
和
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
で
あ
る
。
一
致
し
た
規
制
の
方
法
と
し
て
．
義
務
の
発
生
の
た
め
の
固
有
の
方
法
と
し
て
．
契
約
信
義
へ
訴
え
る
方
法
と
し
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
致
し
た
規
制
の
中
に
独
立
の
意
思
合
致
の
過
程
の
み
を
み
て
は
な
ら
な
い
、
社
会
に
於
け
る
重
要
な
機
能
を
み
る
べ
き
で
あ
る
、
債
務
者
の
相
対
す
る
契
約
は
多
く
の
社
会
的
基
礎
関
係
の
申
の
一
つ
を
欝
的
と
し
て
い
る
し
．
特
に
共
同
体
的
．
対
立
的
そ
し
て
権
力
的
関
係
に
対
し
．
一
時
的
な
協
力
者
の
あ
る
承
認
関
係
を
目
的
と
し
て
い
る
。
協
調
と
均
衡
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
契
約
の
発
生
に
関
す
る
最
近
の
原
始
史
的
研
究
の
中
に
も
示
き
れ
て
　
（
毒
）
い
る
。
　
私
法
に
よ
り
維
持
き
れ
る
契
約
に
よ
り
自
己
を
拘
束
す
る
可
能
性
は
前
以
っ
て
熟
慮
し
た
共
同
作
業
と
人
間
間
の
交
換
を
目
的
と
す
る
人
間
の
性
質
に
適
し
て
い
る
。
契
約
当
事
者
選
択
と
内
容
形
成
と
契
約
的
拘
束
力
の
発
生
と
消
滅
の
自
由
の
申
に
人
間
の
自
律
が
実
現
さ
れ
る
。
契
約
自
由
は
人
格
発
展
の
自
由
に
基
礎
を
も
つ
。
そ
れ
故
に
契
約
自
由
が
契
約
当
事
者
の
自
由
の
放
棄
に
濫
用
さ
れ
た
り
．
法
的
仲
間
の
自
律
を
破
壊
す
る
の
に
役
立
っ
場
合
に
は
．
契
約
自
由
は
そ
の
意
義
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
人
格
思
想
に
基
づ
く
契
約
露
由
の
基
礎
は
契
約
当
事
者
と
第
三
者
の
入
格
権
に
よ
る
制
限
に
も
服
す
る
も
の
で
あ
る
。
契
約
信
義
の
侵
害
の
場
合
の
民
法
上
の
強
制
は
終
局
的
に
は
現
行
民
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
。
し
か
し
契
約
侵
害
は
契
約
当
事
者
に
、
契
約
法
を
超
越
し
て
一
般
的
人
格
権
の
侵
害
に
よ
る
補
充
的
保
護
が
必
要
と
な
る
程
強
く
人
格
的
関
係
に
関
係
し
て
く
る
。
有
効
に
締
結
さ
れ
た
契
約
の
成
立
は
後
に
一
般
的
人
格
権
の
規
範
的
内
容
に
よ
り
効
力
を
失
う
こ
と
に
な
り
う
る
。
ス
イ
ス
民
法
の
立
法
に
於
い
て
既
に
契
約
当
事
者
の
人
格
の
た
め
に
契
約
の
効
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
、
多
く
の
理
由
の
申
で
契
約
の
終
了
事
由
に
な
り
う
る
こ
と
も
確
立
さ
れ
て
い
る
。
事
後
に
生
じ
た
精
神
の
変
化
に
よ
り
履
行
が
自
己
の
良
心
と
衝
突
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
理
由
に
契
約
当
事
者
は
契
約
履
行
を
拒
絶
し
う
る
。
こ
の
問
題
は
最
近
ド
イ
ッ
で
信
教
良
心
の
自
由
の
第
三
者
の
効
力
に
関
し
て
論
議
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
契
約
法
に
於
い
て
も
信
仰
良
心
と
い
う
基
本
権
は
法
的
保
護
に
値
す
る
が
、
こ
の
人
格
保
護
は
個
々
の
場
合
に
信
義
誠
実
の
原
則
に
よ
り
契
約
信
義
と
い
う
他
の
人
格
的
利
益
を
以
て
老
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
量
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
る
。
　
契
約
関
係
に
於
い
て
人
格
的
利
益
と
し
て
の
自
由
の
保
護
の
問
題
は
契
約
自
由
の
原
則
と
の
関
連
に
よ
り
重
要
な
問
題
が
あ
る
が
、
法
規
が
何
ら
特
別
の
権
利
を
作
り
出
し
て
い
な
い
領
域
の
す
べ
て
に
わ
た
り
自
由
が
保
護
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
内
容
を
正
確
に
し
、
そ
の
限
界
を
示
す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
的
自
由
権
の
内
容
に
は
未
だ
独
立
の
自
由
権
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
い
す
べ
て
の
活
動
特
に
思
考
感
情
意
思
作
為
と
不
作
為
の
自
由
が
入
る
。
　
契
約
自
由
の
意
義
と
機
能
は
契
約
当
事
者
自
身
に
よ
る
法
律
関
係
の
自
律
に
よ
る
形
成
に
あ
る
。
私
的
自
治
は
人
格
の
自
由
の
表
現
で
あ
り
、
契
約
自
由
の
原
理
の
正
当
性
は
当
事
者
自
身
に
よ
り
見
出
さ
れ
る
多
く
の
蓋
然
性
を
も
つ
利
益
の
調
整
が
正
義
の
要
求
に
合
致
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
る
と
い
う
理
由
よ
り
も
、
自
律
の
価
値
は
自
己
の
利
益
に
関
す
る
自
由
な
意
思
決
定
の
可
能
性
を
要
求
す
る
点
に
あ
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
意
思
表
示
の
意
思
決
定
の
自
由
が
法
律
行
為
の
効
力
要
件
と
老
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
何
ら
か
の
事
由
で
欠
く
場
合
は
意
思
表
示
は
効
力
を
も
ち
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
意
思
表
示
を
機
能
的
に
観
察
す
る
と
、
意
思
表
示
は
私
的
自
治
に
ょ
り
独
立
の
利
益
維
持
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
の
利
益
の
自
治
的
維
持
と
形
成
は
自
由
な
意
思
決
定
に
基
づ
い
て
の
み
行
い
う
る
の
で
、
意
思
決
定
の
自
由
の
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律
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為
と
意
思
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
東
洋
法
学
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）
要
求
は
有
効
な
意
思
表
示
の
独
立
の
要
件
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
次
に
意
思
表
示
と
意
思
の
関
係
と
民
法
上
意
思
決
定
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
を
老
察
し
て
み
よ
う
。
（
i
）
（
2
）
（
3
）
（
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（
5
）
（
6
）
（
7
）
（
8
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二
．
意
思
表
示
と
意
思
の
関
係
　
民
法
上
自
律
の
価
値
が
承
認
さ
れ
て
い
る
の
は
．
私
的
自
治
と
契
約
自
由
の
原
則
の
申
の
み
で
は
な
い
。
む
し
ろ
．
法
規
は
意
思
表
示
を
以
っ
て
自
律
が
法
的
に
発
展
し
う
る
手
段
と
し
て
い
る
。
法
律
行
為
に
よ
る
法
律
関
係
の
形
成
の
場
合
に
存
在
す
る
現
実
的
意
義
た
は
、
如
何
な
る
程
度
に
意
思
表
示
が
自
律
に
基
づ
い
て
い
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
当
然
に
自
律
の
意
思
表
示
へ
の
影
響
が
意
思
の
申
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
意
思
表
示
の
中
に
於
け
る
意
思
に
与
え
ら
れ
る
意
昧
が
重
要
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
民
法
に
よ
る
と
意
思
表
示
の
法
的
効
果
が
発
生
す
る
の
は
、
そ
れ
が
意
欲
さ
れ
、
表
示
行
為
に
よ
り
認
識
し
う
る
形
態
で
効
果
意
思
が
表
わ
す
内
容
を
も
つ
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
た
し
か
に
意
思
は
そ
れ
の
み
で
は
な
く
法
規
と
の
結
合
に
よ
っ
て
の
み
法
律
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
法
規
は
自
己
自
身
の
み
で
法
律
効
果
を
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
意
思
と
い
う
確
定
的
な
カ
に
法
的
効
力
を
付
与
す
る
に
す
ぎ
な
訟
）
し　
意
思
と
い
う
決
定
的
な
カ
に
つ
い
て
は
広
い
範
囲
に
わ
た
り
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。
た
し
か
に
古
い
文
献
に
は
意
思
の
意
義
と
表
示
の
意
義
に
関
し
て
種
々
の
意
見
が
現
れ
て
い
る
。
意
思
主
義
は
意
思
を
唯
一
の
重
要
な
有
効
な
も
の
と
し
て
い
る
し
、
表
示
主
義
は
表
示
行
為
が
前
面
に
出
て
い
る
。
ま
た
最
近
は
意
思
主
義
の
主
張
者
は
意
思
表
示
の
場
舎
に
は
法
的
効
果
に
向
け
ら
れ
た
意
思
を
必
要
と
す
る
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
と
考
え
、
ま
た
法
的
効
果
の
基
礎
は
内
的
意
思
で
は
な
く
、
意
思
表
示
の
申
に
表
さ
れ
た
意
思
で
あ
る
と
す
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
更
に
意
思
表
示
は
意
欲
の
表
示
ま
た
は
意
図
の
表
示
で
は
な
く
、
効
力
の
表
示
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
約
束
は
単
に
意
欲
の
事
実
の
み
を
意
昧
せ
ず
、
約
束
者
は
自
己
を
拘
束
す
る
こ
と
を
意
味
し
そ
の
性
質
上
過
去
の
意
思
の
存
在
を
い
う
の
で
は
な
く
、
決
定
的
な
も
の
す
な
わ
ち
効
力
を
目
的
と
す
る
。
意
思
表
示
は
行
為
を
行
う
義
務
を
負
担
し
、
所
有
権
が
移
転
す
る
と
い
う
法
律
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
係
に
関
し
、
意
思
そ
の
も
の
で
は
な
く
客
観
的
に
成
立
す
る
法
的
効
力
の
発
生
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
し
か
し
表
示
主
義
も
表
示
行
為
は
一
つ
の
意
思
を
表
す
限
り
で
の
み
意
義
を
有
す
る
と
い
う
理
由
で
、
意
思
表
示
の
特
質
と
し
て
の
意
思
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
意
思
主
義
と
表
示
主
義
の
論
争
は
ド
イ
ッ
民
法
の
規
定
に
よ
り
本
来
の
意
味
に
於
い
て
は
現
実
の
意
味
を
失
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
意
思
保
護
と
信
頼
保
護
の
い
づ
れ
を
優
先
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
連
す
る
基
本
的
問
題
は
依
然
と
　
　
　
法
律
行
為
と
意
思
自
由
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四
二
し
て
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
　
意
思
主
義
は
、
表
示
行
為
の
法
的
効
果
へ
の
関
係
を
、
表
示
行
為
は
こ
の
法
的
効
果
を
表
意
者
が
意
欲
す
る
と
し
て
表
示
す
る
と
理
解
す
る
。
そ
れ
故
に
、
意
思
主
義
に
と
っ
て
は
．
意
思
表
示
は
そ
の
論
理
的
性
質
に
よ
れ
ば
法
的
効
果
の
発
生
に
向
ら
れ
た
意
欲
い
わ
ゆ
る
効
果
意
思
の
告
知
で
あ
り
．
す
な
わ
ち
完
結
し
た
精
神
過
程
い
わ
ゆ
る
効
果
意
思
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
意
思
主
義
に
は
意
思
と
表
示
、
法
的
効
果
の
意
欲
と
こ
の
意
欲
の
表
示
が
相
互
に
如
何
な
る
状
態
に
あ
る
の
か
の
間
題
が
生
ず
る
。
意
思
主
義
は
意
思
表
示
の
概
念
の
申
に
正
当
性
の
要
求
を
と
む
入
れ
．
意
思
表
示
に
よ
り
表
わ
き
れ
る
意
思
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
そ
れ
故
に
意
思
と
表
示
の
一
致
を
要
求
す
る
．
一
致
の
欠
け
る
と
き
は
．
表
示
は
不
当
と
な
り
．
こ
の
不
当
性
は
通
常
は
そ
の
効
力
を
阻
止
す
る
。
こ
れ
に
反
し
．
表
示
主
義
は
意
思
と
表
示
の
一
致
の
要
求
を
度
外
視
し
て
い
る
が
．
し
か
し
．
表
示
は
効
果
意
思
の
告
知
で
あ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
単
な
る
外
観
で
あ
る
場
合
に
も
基
本
的
に
は
外
的
事
実
の
存
在
で
満
足
す
る
。
　
意
思
主
義
と
表
示
主
義
の
対
立
は
．
意
思
表
示
は
意
思
を
告
知
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
．
こ
の
前
提
を
失
う
と
と
も
に
こ
の
対
立
は
対
象
を
失
う
。
し
か
し
多
く
の
場
合
、
効
果
意
思
で
は
な
く
表
示
意
思
ま
た
は
表
示
意
味
の
意
識
の
み
の
存
在
を
必
要
と
す
る
理
論
を
意
思
主
義
と
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
本
来
の
意
昧
の
意
思
主
義
．
表
示
内
容
．
効
果
意
思
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
問
題
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
表
意
者
が
意
思
表
示
と
し
て
の
行
為
の
意
昧
を
意
識
し
そ
れ
自
体
を
意
欲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
．
こ
の
場
合
表
示
意
思
主
義
と
い
う
こ
と
が
で
き
．
こ
れ
に
対
し
通
常
の
単
に
意
思
主
義
と
あ
ら
わ
さ
れ
る
も
の
を
効
果
意
思
主
義
と
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
効
果
意
思
主
義
は
意
思
表
示
は
内
容
的
に
は
精
神
過
程
と
し
て
理
解
さ
れ
る
効
果
意
思
の
告
知
と
主
張
し
、
表
示
が
効
果
意
思
に
応
ず
る
こ
と
を
要
求
す
る
が
、
他
方
表
示
意
思
主
義
は
単
に
表
意
者
は
意
思
表
示
自
体
を
意
欲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
が
、
表
示
が
効
果
意
思
の
告
知
で
あ
る
こ
と
を
主
張
せ
ず
要
求
し
な
い
。
結
局
表
示
意
思
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）
は
行
為
の
表
示
意
味
の
意
識
を
も
度
外
視
し
単
に
外
部
事
実
で
満
足
す
る
説
を
表
示
主
義
と
し
て
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
よ
う
な
意
思
表
示
の
区
別
に
従
う
と
、
基
礎
と
な
る
信
頼
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
と
き
は
、
効
果
意
思
と
表
示
意
思
が
存
在
す
る
こ
と
を
要
せ
ず
に
意
思
表
示
の
効
果
が
生
ず
る
か
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
表
示
意
思
は
事
実
上
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否
か
の
問
題
は
意
思
保
護
と
信
頼
保
護
の
問
題
に
関
係
し
、
表
意
者
の
意
思
を
人
格
的
な
自
由
と
し
て
尊
重
す
る
と
と
も
に
取
引
の
安
全
の
保
護
と
の
調
和
を
認
め
る
意
思
表
示
の
根
本
問
題
と
な
る
。
　
意
思
表
示
の
際
に
意
思
決
定
の
自
由
が
存
在
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
こ
と
も
法
律
行
為
の
有
効
要
件
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と
が
意
思
自
由
の
人
格
保
護
に
も
一
致
す
る
の
で
あ
り
、
信
頼
保
護
も
意
思
表
示
の
す
べ
て
の
有
効
要
件
へ
信
頼
が
及
ぶ
と
き
の
み
、
す
な
わ
ち
自
由
な
法
律
行
為
的
意
思
決
定
の
可
能
性
に
も
信
頼
が
及
ぶ
と
き
に
の
み
行
わ
れ
る
。
特
別
な
理
由
か
ら
信
頼
保
護
が
一
般
に
禁
止
さ
れ
る
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）
も
あ
る
が
、
先
づ
信
頼
が
自
由
な
意
思
決
定
の
可
能
性
の
存
在
に
基
づ
く
か
否
か
が
問
題
で
あ
る
。
　
信
頼
が
対
象
の
重
要
な
す
べ
て
の
特
質
に
及
ぶ
と
き
の
み
信
頼
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
特
質
の
一
部
の
み
を
信
頼
す
る
者
は
対
象
自
身
の
存
在
を
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
意
思
表
示
の
場
合
の
信
頼
保
護
の
対
象
は
効
果
意
思
で
あ
る
。
何
故
な
ら
法
律
効
果
は
具
体
的
に
は
必
然
的
と
は
い
え
な
く
て
も
、
理
論
的
に
は
私
的
自
治
の
原
則
に
よ
り
、
意
思
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
信
頼
が
保
護
に
値
す
る
と
き
は
、
信
頼
は
効
果
意
思
の
有
効
性
に
と
っ
て
重
要
な
す
べ
て
の
要
素
に
わ
た
り
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
効
果
意
思
の
有
効
性
に
と
っ
て
重
要
な
前
提
要
件
を
欠
く
こ
と
を
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
事
情
に
あ
る
者
は
効
果
意
思
の
有
効
な
存
在
に
関
し
信
頼
保
護
に
値
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
信
頼
保
護
の
対
象
へ
の
依
存
は
先
づ
意
思
表
示
の
場
合
の
自
律
の
影
響
を
明
瞭
に
す
る
こ
　
　
　
法
律
行
為
と
意
思
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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四
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（
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と
を
不
可
欠
と
す
る
。
こ
こ
に
於
い
て
は
じ
め
て
意
思
と
信
頼
保
護
の
関
係
が
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
ド
イ
ッ
民
法
の
非
真
意
表
示
、
錯
誤
の
場
合
に
相
手
方
が
意
思
表
示
を
有
効
と
信
じ
た
た
め
に
蒙
っ
た
損
害
の
賠
償
の
問
題
が
こ
の
中
に
入
る
。
　
ま
た
法
律
行
為
の
効
力
の
発
生
に
つ
き
表
意
者
の
意
思
決
定
と
取
引
の
安
全
、
信
頼
の
保
護
の
関
連
の
問
題
に
つ
い
て
．
意
思
表
示
の
効
力
の
基
礎
が
自
律
で
あ
り
．
意
思
の
合
致
の
場
合
に
正
義
の
保
障
が
な
さ
れ
る
と
い
う
合
目
的
性
の
前
提
を
と
ら
ず
．
意
思
表
示
の
固
有
の
効
力
の
基
礎
は
法
を
形
成
す
る
諸
要
因
で
あ
る
意
思
保
護
と
信
頼
保
護
の
申
に
の
み
見
出
す
べ
き
で
あ
り
．
一
般
に
合
隣
的
性
の
考
慮
の
申
に
見
出
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
る
と
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
頼
か
ま
た
は
意
思
の
い
づ
れ
か
が
保
護
を
必
要
と
す
る
場
合
に
の
み
．
意
思
表
示
の
拘
東
性
を
正
当
視
す
る
が
．
更
に
他
に
意
思
表
ボ
の
効
力
の
理
由
を
意
思
の
事
後
の
取
消
は
億
義
誠
実
に
反
す
悉
点
に
見
出
す
．
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
標
準
と
な
る
効
力
基
礎
の
確
定
は
意
思
表
示
の
規
定
の
意
味
に
重
要
性
を
も
つ
。
異
っ
た
効
力
基
礎
す
な
わ
ち
信
頼
保
護
．
意
思
保
護
と
事
後
取
消
の
禁
止
は
異
っ
た
解
釈
体
系
を
生
ず
る
。
信
頼
保
護
が
唯
一
の
ま
た
は
意
思
保
護
を
凌
賀
す
る
効
力
基
礎
と
な
っ
て
い
る
時
に
は
．
特
に
受
領
を
必
要
と
す
る
意
思
表
示
の
場
合
の
如
き
は
相
手
方
の
評
価
立
場
か
ら
の
み
意
思
表
示
を
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
相
手
方
が
そ
の
知
り
う
る
全
体
の
事
情
か
ら
引
き
出
す
意
昧
の
み
で
意
思
表
示
は
効
力
を
も
ち
う
る
。
意
思
表
示
が
不
特
定
の
人
に
対
し
て
な
さ
れ
た
と
き
は
．
当
該
の
人
的
範
囲
が
合
理
的
な
方
法
で
与
え
る
意
味
に
於
い
て
効
力
を
も
つ
。
こ
れ
に
反
し
意
思
俣
護
が
意
思
表
示
の
唯
一
の
効
力
基
礎
で
あ
る
と
き
は
、
例
え
ば
遺
書
の
如
き
場
合
に
は
表
意
者
の
評
備
立
場
の
み
が
基
礎
と
な
る
。
羨
丸
れ
故
に
こ
の
点
か
ら
の
み
表
意
者
が
意
思
を
も
つ
か
ま
た
は
如
何
な
る
意
思
を
も
つ
か
、
そ
し
て
こ
の
意
思
が
何
ら
か
の
方
法
で
不
完
全
な
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
ら
で
も
表
示
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
定
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
　
ま
た
信
頼
保
護
に
よ
り
表
示
を
重
く
見
る
が
、
な
お
意
思
責
任
に
基
礎
を
置
く
見
方
と
し
て
、
法
規
は
す
で
に
単
な
る
表
示
す
な
わ
ち
外
部
か
ら
意
思
表
示
と
見
ら
れ
る
行
為
に
法
的
効
果
を
結
合
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
自
己
の
真
意
の
表
示
に
よ
り
義
務
負
担
者
が
そ
の
意
欲
す
る
法
的
効
果
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
を
事
実
上
有
す
る
の
で
、
ま
た
そ
の
範
囲
で
私
的
自
治
の
理
念
に
一
致
す
る
と
す
る
も
の
が
（
9
）
あ
り
、
こ
の
見
方
に
よ
る
と
、
意
思
自
治
と
い
う
法
律
行
為
の
基
本
要
素
は
法
律
行
為
的
意
思
表
示
に
ょ
り
債
務
発
生
へ
影
響
す
る
単
な
る
可
能
性
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
法
規
が
終
局
的
な
債
務
の
効
果
を
法
的
効
果
意
思
の
事
実
上
の
成
立
に
結
合
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
外
観
上
の
、
従
っ
て
事
実
上
経
験
に
よ
り
一
般
的
に
取
引
意
思
と
な
る
た
め
に
取
引
意
思
の
表
示
と
見
ら
れ
る
外
部
的
行
為
に
結
合
さ
せ
、
そ
し
て
当
事
者
が
異
っ
た
意
思
を
明
示
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
そ
れ
に
効
果
あ
ら
し
め
る
こ
と
が
直
接
可
能
で
あ
る
と
き
は
、
法
規
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欝
）
の
基
本
的
意
味
で
あ
る
人
格
的
自
律
と
は
何
ら
柔
循
し
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
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法
律
行
為
と
意
思
自
由
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憩
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ω
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蕊
Oo・
四
六
三
．
錯
誤
と
意
思
自
由
　
法
律
行
為
に
あ
っ
て
は
個
人
は
自
律
で
法
律
関
係
を
形
成
し
．
こ
の
場
合
そ
の
利
益
を
、
目
己
の
意
思
で
効
力
あ
ら
し
め
う
る
。
こ
の
責
務
は
個
入
の
立
場
か
ら
も
．
法
規
の
立
場
か
ら
も
．
事
実
を
完
全
に
認
識
し
他
か
ら
の
影
響
が
な
く
．
利
益
不
利
益
を
合
理
的
に
裁
量
し
て
意
思
形
成
が
な
さ
れ
．
そ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
意
思
が
純
粋
に
表
示
き
れ
て
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
た
と
き
に
最
も
よ
く
果
さ
れ
る
．
こ
の
方
法
で
成
立
す
る
意
思
表
示
は
法
規
に
よ
り
直
接
に
責
任
が
発
生
す
る
．
何
故
な
ら
こ
の
よ
う
な
意
思
表
示
が
意
思
表
示
に
与
ら
れ
た
任
務
の
要
求
に
す
べ
て
の
範
囲
で
応
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
法
律
行
為
上
の
効
果
の
帰
責
の
要
件
が
い
つ
も
完
全
に
存
在
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
意
思
形
成
と
意
思
告
知
の
場
合
に
一
連
の
侵
害
要
因
が
生
じ
う
る
。
そ
れ
故
に
意
思
欠
敏
の
場
合
の
責
任
と
地
　
　
　
　
　
（
i
）
位
を
与
え
て
い
る
。
　
意
思
の
欠
敏
の
規
定
の
中
の
場
合
に
錯
誤
が
あ
る
。
意
思
表
示
は
す
べ
て
の
事
情
に
従
っ
て
解
釈
さ
れ
る
内
容
に
従
っ
て
責
任
を
生
じ
．
表
意
者
は
た
と
え
真
意
を
表
示
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
意
思
表
示
の
表
示
意
味
の
責
任
を
負
担
す
る
。
法
は
言
葉
の
客
観
的
意
味
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
責
任
を
意
思
表
示
に
発
生
さ
せ
る
。
勿
論
こ
の
表
示
意
味
が
最
終
的
に
拘
東
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
．
錯
誤
を
理
由
に
そ
の
効
力
を
否
定
し
う
る
が
．
こ
の
場
合
ド
イ
ツ
民
法
で
は
そ
の
二
九
条
は
取
消
を
主
張
し
う
る
と
し
、
表
意
者
は
更
に
表
示
の
相
手
方
の
信
頼
の
損
害
の
賠
償
を
同
法
二
一
二
条
に
よ
り
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
民
法
は
錯
誤
に
よ
る
意
思
表
示
は
無
効
と
な
る
が
、
通
常
の
場
合
に
は
表
意
者
の
み
が
こ
の
無
効
を
主
張
し
う
る
。
　
錯
誤
が
意
思
表
示
の
効
力
に
影
響
す
る
場
合
は
、
法
律
行
為
の
要
素
に
錯
誤
が
あ
る
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
は
法
律
行
為
の
内
容
に
つ
い
て
錯
誤
が
あ
る
と
き
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
我
民
法
も
い
わ
ゆ
る
意
思
の
欠
敏
の
場
合
と
さ
れ
て
い
る
が
、
意
思
決
定
の
動
機
に
錯
誤
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
あ
る
動
機
の
錯
誤
の
場
合
に
は
内
心
の
意
思
が
あ
り
、
そ
の
内
心
の
意
思
の
決
定
が
誤
っ
た
認
識
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
、
意
思
の
鍛
疵
の
場
合
と
老
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
動
機
の
錯
誤
が
心
理
的
な
動
機
に
と
ど
ま
る
と
き
に
は
意
思
形
成
に
の
み
蝦
疵
が
あ
る
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
が
外
部
に
表
示
さ
れ
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
き
は
、
形
成
に
鍛
疵
あ
る
意
思
は
正
当
に
す
な
わ
ち
形
成
さ
れ
た
通
り
に
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
ド
イ
ツ
民
法
二
九
条
二
項
に
取
引
に
於
い
て
重
要
と
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
人
ま
た
は
物
の
性
質
に
関
す
る
錯
誤
は
、
理
論
的
に
は
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
動
機
の
錯
誤
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
表
示
の
内
容
の
錯
誤
と
同
様
に
取
消
し
う
る
も
の
と
し
て
い
る
。
表
示
の
内
容
の
錯
誤
と
動
機
の
錯
誤
は
慣
習
的
に
区
別
さ
れ
、
表
示
の
内
容
の
錯
誤
は
表
意
者
が
表
示
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
と
異
な
る
こ
と
を
表
示
し
た
、
そ
れ
故
に
意
思
の
実
行
を
害
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
動
機
の
錯
誤
は
す
で
に
意
思
形
成
の
段
階
に
生
じ
、
そ
こ
で
意
思
形
成
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
動
機
の
錯
誤
の
本
質
は
特
定
の
内
容
の
表
示
を
な
す
べ
き
意
思
決
定
を
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
事
情
に
つ
い
て
の
表
意
者
の
誤
ま
れ
る
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
念
に
あ
る
。
そ
こ
で
た
だ
意
思
形
成
に
作
用
す
る
単
な
る
動
機
の
錯
誤
が
い
わ
ゆ
る
動
機
の
錯
誤
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
性
質
の
錯
誤
は
例
外
的
に
は
表
意
者
が
霞
己
の
観
念
の
中
で
錯
誤
を
し
て
い
た
性
質
に
よ
っ
て
の
み
対
象
を
個
別
化
し
、
そ
れ
故
に
他
の
対
象
を
意
思
表
示
の
中
で
表
示
し
た
も
の
と
考
え
た
よ
う
な
場
合
に
は
表
示
の
内
容
の
錯
誤
と
な
る
。
す
な
わ
ち
性
質
の
錯
誤
が
同
一
性
の
錯
誤
に
な
る
限
ら
れ
た
場
合
で
あ
る
。
　
　
　
法
律
行
為
と
意
思
自
由
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閥
八
　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
場
合
は
稀
で
あ
る
。
通
常
は
表
意
者
が
そ
の
観
念
の
申
で
そ
の
物
が
事
実
上
持
っ
て
い
な
い
性
質
を
対
象
に
結
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
さ
せ
た
た
め
に
、
そ
の
物
を
買
い
、
売
り
．
賃
借
し
、
贈
与
す
る
意
思
決
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
羨
、
こ
で
性
質
の
錯
誤
は
い
わ
ゆ
る
動
機
の
錯
誤
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
民
法
の
錯
誤
で
は
単
に
動
機
の
錯
誤
は
基
本
的
に
は
顧
慮
さ
れ
な
い
、
そ
れ
故
に
取
消
し
え
な
い
が
．
例
外
と
し
て
、
取
引
上
重
要
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
人
ま
た
は
物
の
性
質
に
関
す
る
錯
誤
は
表
示
の
内
容
の
錯
誤
と
し
て
の
効
力
を
有
し
（
洲
層
づ
眠
麟
一
一
）
．
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
錯
誤
が
主
観
的
並
び
に
客
観
的
に
重
要
な
と
き
は
．
表
意
者
は
そ
の
意
思
表
示
を
取
消
す
こ
と
が
出
来
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
が
．
表
意
者
に
は
相
手
方
に
信
頼
の
損
害
を
賠
償
す
る
効
果
が
伴
う
．
㎏
と
に
な
る
。
　
ま
た
．
従
来
の
性
質
に
関
す
る
観
念
は
法
律
行
為
の
意
思
の
要
素
と
は
な
り
え
な
い
と
の
考
え
方
に
対
し
．
法
律
関
係
が
物
に
関
し
て
成
立
す
る
と
き
は
．
法
律
行
為
の
意
思
は
物
の
同
一
性
の
み
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
ノ
＼
物
の
性
質
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
り
．
そ
こ
で
ド
イ
ッ
民
法
二
九
条
二
項
の
場
合
に
．
性
質
の
錯
誤
が
顧
慮
き
れ
る
の
は
法
律
行
為
が
そ
の
性
質
に
関
し
て
事
実
と
一
致
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
物
の
引
渡
の
合
意
の
場
合
に
一
定
の
性
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
合
意
さ
れ
た
が
．
物
が
こ
の
性
質
を
有
し
て
い
な
い
か
ま
た
は
法
律
行
為
が
法
律
関
係
に
参
加
す
る
人
に
関
係
し
、
そ
の
人
が
こ
の
よ
う
な
性
質
を
欠
い
て
い
る
と
き
で
あ
る
。
性
質
の
錯
誤
の
不
顧
慮
性
の
固
有
の
理
由
は
錯
誤
で
は
な
く
．
物
ま
た
は
人
が
性
質
に
関
し
て
当
該
法
律
行
為
に
適
し
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
単
な
る
動
機
の
錯
誤
は
顧
慮
さ
れ
な
い
が
．
性
質
の
錯
誤
が
顧
慮
さ
れ
る
の
は
．
表
示
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
た
性
質
の
錯
誤
の
と
き
で
あ
る
と
す
　
　
　
　
（
9
〉
る
学
説
が
あ
る
。
　
こ
の
説
は
、
人
ま
た
は
物
が
か
く
か
く
の
性
質
を
持
つ
と
い
う
表
意
者
の
観
念
が
表
示
さ
れ
た
と
き
に
性
質
の
錯
誤
を
理
由
に
取
消
が
で
き
る
と
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ッ
民
法
二
九
条
は
錯
誤
の
規
定
で
あ
り
、
性
質
の
錯
誤
に
よ
る
取
消
は
取
引
上
重
要
と
見
ら
れ
る
性
質
が
問
題
と
な
る
こ
と
を
要
求
し
、
錯
誤
と
な
っ
て
い
る
観
念
が
表
示
か
ら
相
手
方
に
知
り
う
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
の
で
こ
れ
が
表
示
き
れ
な
く
て
も
取
消
し
う
る
し
、
こ
の
場
合
に
は
相
手
方
に
信
頼
の
損
害
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
表
示
と
事
実
の
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
一
致
の
場
合
は
錯
誤
以
外
の
規
定
、
履
行
不
能
（
び
倒
鋼
籟
法
）
、
保
証
さ
れ
た
性
質
を
欠
く
場
合
の
責
任
（
醐
雄
喚
璽
盆
条
）
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∬
）
　
我
が
国
で
は
動
機
の
錯
誤
は
、
動
機
が
表
示
さ
れ
相
手
方
が
こ
れ
を
知
っ
て
い
る
と
き
は
法
律
行
為
の
内
容
の
錯
誤
と
な
る
と
解
さ
れ
て
い
る
し
、
判
例
も
性
質
の
錯
誤
に
つ
い
て
、
物
の
性
状
は
通
常
法
律
行
為
の
縁
由
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
が
意
思
表
示
の
主
要
部
分
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
構
成
す
る
と
き
は
、
法
律
行
為
の
要
素
乏
な
り
う
る
と
さ
れ
、
動
機
の
錯
誤
の
一
般
的
な
判
例
の
立
場
と
し
て
は
、
意
思
表
示
を
な
す
に
つ
い
て
の
動
機
は
表
意
者
が
当
該
意
思
表
示
の
内
容
と
し
て
こ
れ
を
相
手
方
に
表
示
し
た
場
合
で
な
い
限
り
法
律
行
為
の
要
素
と
は
な
ら
（
1
3
）
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
動
機
が
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
法
律
行
為
の
要
素
と
な
り
え
な
い
と
き
は
法
律
行
為
の
無
効
を
認
め
な
い
の
が
従
来
の
判
例
の
立
場
で
あ
り
、
最
近
も
定
期
預
金
契
約
の
解
約
と
そ
の
払
戻
金
の
支
払
委
任
契
約
に
つ
き
、
そ
の
払
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）
戻
金
の
他
へ
の
支
払
と
い
う
動
機
は
こ
の
解
約
と
支
払
委
任
と
い
う
法
律
行
為
の
要
素
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
の
判
例
の
立
場
は
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
意
者
本
人
の
保
護
と
取
引
の
安
全
と
を
調
和
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
表
意
者
が
誤
っ
た
観
念
に
よ
り
意
思
決
定
を
し
た
す
な
わ
ち
意
思
形
成
に
鍛
疵
の
あ
る
こ
と
を
相
手
方
が
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ
き
状
態
に
あ
る
の
で
、
相
手
方
の
信
頼
保
護
は
保
護
に
値
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
誤
っ
た
観
念
に
基
づ
き
意
思
決
定
の
自
由
を
欠
い
た
す
な
わ
ち
動
機
に
錯
誤
の
あ
っ
た
表
意
者
の
保
護
を
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
　
一
般
に
錯
誤
が
法
律
行
為
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
π
は
ド
イ
ッ
民
法
二
九
条
一
項
の
意
味
の
い
わ
ゆ
る
表
示
の
内
容
の
錯
誤
　
　
　
法
律
行
為
と
意
思
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
東
洋
法
学
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
は
表
意
者
が
真
に
表
示
し
よ
う
と
欲
し
た
と
て
ろ
と
異
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
表
示
し
た
場
合
す
な
わ
ち
表
意
者
に
帰
責
せ
し
む
る
琴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
婚
）
き
表
示
意
味
と
意
思
の
不
一
致
の
場
合
に
生
ず
る
と
解
さ
れ
、
ま
た
我
が
民
法
九
五
条
の
要
素
の
錯
誤
に
関
し
．
意
思
と
表
示
の
不
一
致
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
葺
）
を
表
意
者
が
知
ら
ぎ
る
場
合
と
か
．
意
思
表
示
の
内
容
の
重
要
な
部
分
に
錯
誤
す
な
わ
ち
表
意
者
の
真
に
意
図
し
た
と
こ
ろ
と
く
い
違
い
　
　
　
（
綿
）
が
あ
る
と
き
と
解
さ
れ
て
い
る
。
通
常
錯
誤
が
あ
る
と
は
人
が
或
る
物
．
過
程
．
関
係
に
関
し
誤
ま
れ
る
観
念
を
も
つ
こ
と
で
あ
り
．
そ
の
人
が
観
念
を
も
ち
．
考
え
た
こ
と
が
現
実
と
一
致
し
な
い
場
合
の
こ
と
で
あ
り
．
錯
誤
は
法
律
行
為
が
な
き
れ
る
際
に
は
種
々
の
方
法
　
　
　
　
（
欝
）
で
な
き
れ
う
る
．
そ
鵯
で
錯
誤
の
あ
る
意
思
表
示
と
は
意
思
表
示
が
な
さ
れ
る
際
に
撒
の
よ
う
な
錯
誤
に
基
づ
熱
な
さ
れ
た
と
き
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
艶
）
り
．
一
般
に
錯
誤
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
の
多
く
は
．
内
心
の
意
思
の
成
立
過
程
に
鍛
疵
が
あ
る
場
合
と
な
る
。
法
律
行
為
の
要
素
と
は
法
律
行
為
の
内
容
の
重
要
な
部
分
と
通
常
は
解
さ
れ
て
い
る
が
．
こ
れ
は
表
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
解
釈
に
よ
り
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も
重
要
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
が
．
動
機
の
錯
誤
も
こ
の
よ
う
な
点
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
．
矢
張
り
要
素
の
錯
誤
と
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
．
こ
の
動
機
が
表
示
さ
れ
て
い
な
く
て
も
．
法
律
行
為
の
成
立
過
程
の
重
要
な
点
に
錯
誤
が
あ
る
こ
と
　
　
　
　
（
雛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）
を
以
っ
て
足
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
錯
誤
の
重
要
性
は
契
約
締
結
に
至
る
ま
で
の
諸
般
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
ド
イ
ッ
学
説
及
び
判
例
に
よ
り
発
展
さ
せ
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
行
為
基
礎
論
に
於
い
て
．
行
為
基
礎
を
主
観
的
に
．
当
事
者
が
思
慮
と
意
思
決
定
の
基
礎
と
老
え
た
観
念
で
両
当
事
者
が
知
り
ま
た
は
一
方
に
存
在
す
る
が
他
方
が
知
っ
て
い
た
も
の
と
す
る
見
方
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
を
客
観
的
に
、
行
為
の
外
部
に
存
在
し
、
そ
の
存
在
ま
た
は
継
続
が
類
型
的
も
し
く
は
行
為
に
表
示
さ
れ
て
い
る
目
的
に
関
し
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
の
行
為
が
合
理
的
規
制
と
し
て
存
立
し
う
る
た
め
に
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
す
べ
て
の
事
情
と
解
す
る
見
方
が
あ
る
が
、
主
観
的
行
為
基
礎
の
二
つ
の
事
実
は
、
法
理
論
的
に
全
く
異
っ
た
関
係
に
属
す
る
に
つ
れ
て
．
一
層
特
別
の
取
扱
を
必
要
と
す
る
。
　
主
観
的
行
為
基
礎
は
動
機
の
過
程
の
部
分
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
法
理
論
は
動
機
の
錯
誤
と
意
思
欠
敏
論
に
属
し
、
こ
れ
に
反
し
、
客
観
的
基
礎
は
契
約
当
事
者
の
契
約
目
的
と
全
体
の
意
図
が
な
お
実
現
さ
れ
う
る
か
否
か
の
問
題
に
関
係
し
、
そ
の
取
扱
は
不
能
、
後
発
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
能
と
目
的
到
達
の
理
論
の
関
係
に
属
す
る
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
来
る
と
、
錯
誤
の
場
合
は
表
意
者
が
法
律
行
為
の
意
思
決
定
を
す
る
際
に
、
誤
ま
れ
る
観
念
に
基
づ
き
意
思
決
定
が
な
さ
れ
た
も
の
で
意
思
表
示
の
有
効
要
件
と
さ
れ
る
意
思
決
定
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
よ
う
な
意
思
決
定
の
自
由
が
人
格
的
な
保
護
を
受
け
る
も
の
と
す
る
と
、
こ
の
人
格
的
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
状
態
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
1
）
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2
）
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3
）
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4
）
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6
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7
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8
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9
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⑳
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強
迫
に
因
る
意
思
表
示
、
公
序
良
俗
違
反
を
内
容
と
す
る
行
為
と
意
思
自
由
　
法
律
行
為
の
効
力
要
件
と
し
て
の
法
律
行
為
の
意
思
決
定
の
自
歯
は
．
一
般
に
起
り
う
る
す
べ
て
の
種
類
の
侵
害
か
ら
保
護
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
強
迫
の
要
件
事
実
は
法
律
行
為
の
意
思
決
定
の
自
由
の
成
立
の
一
般
的
保
護
に
作
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
良
俗
違
反
を
内
容
と
す
る
法
律
行
為
、
暴
利
行
為
の
無
効
の
規
定
（
畔
謝
溜
鰻
法
）
に
も
関
係
し
て
す
べ
て
の
法
律
行
為
の
意
思
決
定
の
侵
害
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
含
む
独
立
の
保
護
を
必
要
と
す
る
。
　
強
迫
に
因
る
意
思
表
示
は
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
相
手
方
の
違
法
な
強
迫
行
為
に
よ
り
畏
怖
心
を
生
じ
こ
の
結
果
意
思
表
示
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
効
果
意
思
に
対
応
す
る
内
心
の
意
思
は
存
在
し
、
た
だ
そ
の
成
立
に
鍛
疵
が
あ
る
場
合
で
あ
（
2
）
る
。
こ
の
強
迫
に
因
る
意
思
表
示
は
、
強
迫
者
ガ
相
手
方
ヲ
シ
テ
或
ル
意
思
表
示
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
為
、
不
法
二
害
悪
ヲ
通
知
シ
、
相
手
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
ガ
之
二
畏
怖
シ
タ
ル
結
果
為
シ
タ
ル
其
ノ
意
思
表
示
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
と
解
さ
れ
、
通
常
強
迫
者
の
側
に
相
手
方
を
畏
怖
に
陥
ら
し
め
る
故
意
と
そ
の
畏
怖
に
基
づ
い
て
或
る
意
思
表
示
を
さ
せ
る
故
意
と
が
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
強
追
者
の
な
す
強
追
行
為
に
よ
り
表
意
者
に
畏
怖
の
念
を
生
じ
、
こ
の
畏
怖
の
念
に
因
り
意
思
表
示
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
判
例
は
強
迫
行
為
の
内
容
た
る
害
悪
が
客
観
的
に
重
犬
な
る
と
軽
微
な
る
と
を
問
わ
ず
、
表
意
者
が
畏
怖
し
た
事
実
が
あ
り
、
畏
怖
の
結
果
意
思
表
示
を
し
た
と
い
う
関
係
が
主
観
的
に
存
在
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
り
、
強
迫
の
結
果
選
択
の
自
由
を
失
う
程
に
意
思
の
自
由
を
失
う
必
要
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嘆
）
く
、
完
全
に
意
思
の
自
由
を
失
っ
た
場
合
は
む
し
ろ
そ
の
意
思
表
示
は
当
然
無
効
と
な
り
民
法
九
六
条
の
適
用
は
な
い
と
し
て
い
る
。
　
ま
た
強
迫
に
因
る
意
思
表
示
が
取
消
し
う
る
の
は
違
法
に
強
迫
が
な
さ
れ
相
手
方
が
こ
れ
に
よ
り
畏
怖
の
念
が
生
じ
こ
れ
に
よ
り
意
思
決
定
が
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
か
ら
、
強
迫
の
要
件
は
一
定
の
法
律
行
為
的
取
引
の
申
で
違
法
と
老
え
ら
れ
る
行
為
形
式
の
み
を
含
む
。
た
と
え
強
追
の
要
件
が
法
律
行
為
の
意
思
決
定
の
自
由
の
保
護
を
目
的
と
す
る
と
し
て
も
、
こ
の
保
護
は
同
時
に
法
律
行
為
的
取
引
の
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
の
秩
序
に
適
し
た
行
為
形
式
に
違
反
し
、
違
法
と
評
価
さ
れ
る
行
為
形
式
が
存
在
す
る
範
囲
で
の
み
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
強
迫
に
よ
る
取
消
可
能
の
理
由
は
意
思
決
定
の
自
由
の
侵
害
に
あ
っ
て
、
行
為
者
の
行
為
形
式
の
違
法
性
反
良
俗
性
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
指
摘
す
る
（
6
）
説
も
あ
る
が
、
取
消
可
能
の
と
き
に
は
強
迫
者
は
強
迫
の
違
法
性
に
基
づ
く
事
情
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
要
求
き
れ
、
こ
の
事
情
の
　
　
　
法
律
行
為
と
意
思
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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東
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五
四
無
過
失
の
錯
誤
の
場
合
に
は
強
迫
行
為
が
問
題
と
な
る
。
文
献
の
中
に
は
主
観
的
遇
失
に
関
係
な
く
存
在
す
る
意
思
自
由
の
違
法
な
侵
害
が
法
に
は
重
要
で
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
も
の
も
あ
る
が
．
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
常
に
不
可
欠
の
要
件
と
し
て
．
強
迫
を
目
的
と
す
る
こ
と
す
な
わ
ち
諸
事
情
に
よ
り
意
思
の
屈
曲
が
強
迫
の
唯
一
の
目
的
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
意
思
の
屈
曲
を
目
的
と
し
な
い
と
い
う
印
象
が
生
ず
る
と
き
は
伝
統
的
な
理
解
の
下
で
は
強
迫
で
は
な
い
。
近
代
の
集
団
取
引
に
於
い
て
は
通
常
企
業
が
自
己
の
条
件
の
承
諾
な
し
に
は
契
約
の
締
結
を
拒
否
す
る
場
合
に
は
客
観
的
に
認
め
う
る
強
迫
意
図
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
個
々
の
顧
客
が
条
件
を
承
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
認
す
る
か
否
か
は
企
業
家
に
は
重
要
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
場
合
に
は
強
追
と
い
う
鑑
と
は
な
い
．
　
独
立
の
要
件
に
よ
る
法
律
行
為
的
意
思
決
定
の
自
由
の
保
護
は
良
俗
違
反
の
規
定
（
ド
イ
ッ
民
法
一
三
八
条
民
法
九
〇
条
）
と
の
関
係
に
も
必
要
な
も
の
と
考
ら
れ
る
、
判
例
は
害
悪
の
惹
起
が
強
追
と
確
定
さ
れ
え
な
い
場
合
に
は
．
特
に
強
制
状
態
の
利
用
の
場
合
に
良
俗
違
反
の
規
定
を
引
合
に
出
す
。
そ
し
て
こ
の
場
合
通
常
は
法
律
行
為
の
動
機
霞
的
と
内
容
が
公
序
良
俗
違
反
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
こ
の
補
助
的
な
良
俗
違
反
に
基
づ
く
特
徴
は
重
要
で
は
な
い
。
そ
れ
は
意
思
表
示
の
効
力
要
件
と
し
て
の
意
思
決
定
の
自
由
は
そ
れ
自
体
直
接
の
存
立
に
於
い
て
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
意
思
決
定
の
自
由
の
保
護
は
甚
々
し
・
い
良
俗
違
反
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
の
場
合
の
み
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
　
我
が
国
の
判
例
で
．
意
思
の
自
由
と
善
良
な
風
俗
違
反
を
内
容
と
す
る
法
律
行
為
の
問
題
で
民
法
九
〇
条
と
の
関
係
を
論
ず
る
も
の
に
損
害
賠
償
額
の
予
定
が
甚
々
し
く
過
大
で
あ
る
こ
と
の
み
で
は
当
然
に
無
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
も
の
が
あ
り
．
こ
の
判
例
は
「
金
銭
貸
借
上
ノ
債
務
不
履
行
二
因
ル
損
害
賠
償
予
定
ノ
特
約
ハ
其
ノ
損
害
額
算
定
ノ
基
準
タ
ル
卒
力
薯
シ
ク
高
キ
ニ
失
ス
ル
ノ
一
事
ヲ
以
テ
直
工
不
法
ノ
特
約
ナ
リ
ト
速
断
ス
ル
ヲ
得
ス
蓋
損
害
賠
償
予
定
ノ
特
約
ニ
シ
テ
薯
シ
ク
不
当
苛
酷
ナ
ル
場
合
之
ヲ
為
ス
ニ
十
分
ナ
ル
理
由
ノ
認
ム
ベ
キ
モ
ノ
存
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
或
ハ
其
ノ
内
容
ノ
善
良
ナ
ル
風
俗
二
反
ス
ル
ノ
故
ヲ
以
テ
不
法
ト
ナ
リ
又
ハ
当
事
者
二
之
ヲ
為
ス
ノ
真
意
ヲ
欠
ク
カ
為
無
効
ト
ナ
ル
カ
如
キ
場
合
ナ
キ
ニ
シ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
ト
錐
若
シ
之
二
反
シ
其
ノ
特
約
ヲ
諾
約
シ
タ
ル
当
事
者
二
於
テ
其
ノ
内
容
ノ
頗
ル
苛
酷
ナ
ル
ニ
拘
ラ
ス
尚
且
之
二
因
ル
不
利
益
ヲ
甘
受
シ
テ
モ
金
借
ヲ
敢
テ
ス
ル
ヲ
利
ト
ス
ル
カ
如
キ
特
別
ノ
事
情
ノ
存
ス
ル
為
相
手
方
ノ
要
求
ス
ル
ニ
委
セ
其
ノ
苛
酷
ナ
ル
特
約
ヲ
承
諾
シ
テ
金
借
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
意
思
ヲ
有
シ
タ
ル
場
合
ナ
ル
ニ
於
テ
其
ノ
意
思
二
従
テ
契
約
ノ
効
カ
ヲ
生
セ
シ
ム
ル
ハ
契
約
自
由
ノ
範
囲
内
二
属
シ
何
等
善
良
ノ
風
俗
二
反
ス
ル
モ
ノ
ト
為
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
　
　
　
（
9
）
レ
ハ
ナ
リ
」
と
し
て
、
待
約
の
内
容
が
不
均
等
な
も
の
で
も
こ
れ
が
当
事
者
の
自
由
な
意
思
に
よ
り
な
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
意
思
に
効
力
を
認
め
て
い
る
。
　
次
に
、
借
主
が
短
期
間
の
弁
済
期
に
弁
済
を
な
さ
な
い
と
き
に
は
貸
金
額
の
倍
額
に
相
当
す
る
財
産
的
給
付
を
す
べ
き
契
約
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
判
例
は
「
他
人
ノ
窮
迫
軽
卒
若
ハ
無
経
験
ヲ
利
用
シ
著
シ
ク
過
当
ナ
ル
利
益
ノ
獲
得
ヲ
目
的
ト
ス
ル
法
律
行
為
ハ
善
良
ノ
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
俗
二
反
ス
ル
事
項
ヲ
目
的
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
無
効
ナ
リ
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
不
均
等
な
内
容
を
も
つ
契
約
が
、
借
主
の
金
融
に
関
す
る
知
識
経
験
の
乏
し
い
た
め
、
そ
の
無
知
と
窮
迫
に
乗
じ
て
な
き
れ
た
と
き
は
民
法
九
〇
条
に
よ
り
無
効
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
自
由
な
意
思
に
基
づ
か
ず
に
な
さ
れ
た
も
の
で
こ
の
よ
う
な
場
合
に
民
法
九
〇
条
が
適
用
と
な
る
と
い
え
よ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
判
例
の
結
果
、
契
約
の
内
容
が
当
事
者
の
一
方
の
異
常
に
大
き
い
損
害
に
お
い
て
他
方
が
異
常
に
大
き
い
利
得
を
す
る
契
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
琵
）
約
も
、
そ
れ
が
当
事
者
の
自
由
な
判
断
に
基
づ
く
契
約
で
あ
る
か
ぎ
り
、
法
は
干
渉
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
ジ
つ
な
契
約
が
当
事
者
の
一
方
の
窮
迫
軽
卒
無
経
験
等
に
よ
り
意
思
の
自
由
を
欠
い
た
状
態
で
な
さ
れ
た
と
き
に
公
序
良
俗
違
反
孝
し
で
無
効
と
な
る
。
　
　
　
法
律
行
為
と
意
思
自
由
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五
六
　
判
例
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
立
場
は
最
近
の
判
例
に
も
承
継
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
被
担
保
債
権
額
よ
り
担
保
物
の
価
値
が
異
常
に
大
き
い
代
物
弁
済
の
予
約
が
な
さ
れ
て
も
．
貸
主
が
巨
利
を
博
す
べ
く
債
務
者
の
窮
迫
に
乗
じ
、
そ
の
担
保
物
を
初
め
か
ら
処
分
す
る
目
的
を
も
ち
、
借
主
が
こ
の
担
保
物
を
提
供
し
た
こ
と
が
そ
の
無
経
験
且
軽
卒
に
乗
じ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）
れ
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
代
物
弁
済
の
予
約
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
無
効
な
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
如
き
は
．
従
前
の
判
例
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
．
債
務
者
の
意
思
の
状
態
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
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五
、
行
為
能
力
と
意
思
自
由
　
意
思
決
定
の
自
由
の
保
護
が
保
障
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
要
件
に
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る
意
味
を
も
つ
法
律
行
為
の
意
思
決
定
の
自
由
の
内
容
は
意
思
決
定
の
な
さ
れ
た
と
き
の
外
部
的
事
情
に
よ
り
侵
害
が
な
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
詐
欺
強
迫
や
不
当
な
力
関
係
の
利
用
等
が
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
意
思
決
定
の
自
由
は
人
の
主
的
観
能
力
に
つ
い
て
も
老
察
す
べ
き
必
要
が
あ
る
。
　
利
益
老
量
の
際
の
合
理
的
意
思
決
定
の
自
由
は
、
人
格
的
能
力
並
び
に
客
観
的
事
情
に
か
か
っ
て
い
る
。
意
思
決
定
の
自
由
を
保
障
ま
た
は
侵
害
す
る
人
格
的
能
力
に
関
し
て
は
、
立
法
者
は
行
為
能
力
の
規
定
の
中
で
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
判
例
に
よ
っ
て
各
々
の
個
々
的
な
行
為
無
能
力
の
場
合
に
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
意
思
決
定
の
自
由
の
侵
害
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
不
平
等
な
力
関
係
と
い
う
も
の
は
意
思
決
定
活
動
の
人
格
的
能
力
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
客
観
的
な
外
部
か
ら
作
用
す
る
事
情
と
し
て
意
思
決
定
過
程
に
影
響
す
る
か
ら
、
こ
の
行
為
能
力
の
規
定
と
そ
の
基
礎
の
詳
細
に
更
に
深
く
立
ち
入
る
必
要
は
な
い
が
、
し
か
し
民
法
が
行
為
能
力
の
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
の
中
で
意
思
決
定
の
自
由
の
保
障
と
保
護
に
努
め
て
い
る
範
囲
で
は
行
為
能
力
の
規
定
は
興
昧
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
行
為
能
力
の
制
度
は
各
国
の
立
法
例
に
よ
り
そ
の
内
容
が
異
る
が
、
我
が
国
の
制
度
は
法
律
行
為
制
度
の
前
提
す
る
意
思
決
定
の
能
力
で
あ
る
意
思
能
力
を
欠
く
者
の
意
思
表
示
の
効
力
を
完
全
に
は
認
め
ず
、
こ
れ
を
無
効
と
す
る
が
、
し
か
し
意
思
能
力
を
全
く
欠
く
か
ど
う
か
を
個
々
の
具
体
的
人
間
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
は
容
易
で
な
い
の
で
、
意
思
能
力
の
有
無
を
画
一
的
に
決
定
す
る
規
準
を
設
け
、
そ
れ
に
ょ
り
法
律
行
為
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
の
効
力
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
が
行
為
無
能
力
制
度
と
考
ら
れ
る
。
　
行
為
無
能
力
制
度
は
意
思
決
定
の
自
由
の
保
護
が
人
格
的
無
能
力
か
ら
生
ず
る
危
険
に
限
ら
れ
る
と
し
て
も
、
こ
の
意
思
決
定
の
自
由
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五
八
の
保
障
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
意
思
決
定
の
自
由
は
客
観
的
な
外
部
か
ら
生
ず
る
影
響
に
対
し
て
も
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
律
の
価
値
と
意
思
表
示
の
有
効
要
件
と
し
て
の
意
思
自
由
の
意
味
に
関
し
て
．
法
律
行
為
的
取
引
の
機
能
の
た
め
に
．
法
規
は
こ
の
自
由
を
基
本
的
に
は
す
べ
て
の
種
類
の
侵
害
に
対
し
て
保
護
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
法
自
身
は
強
迫
の
要
件
の
申
で
法
律
行
為
の
意
思
決
定
の
自
由
を
外
部
か
ら
生
ず
る
影
響
に
対
し
て
も
保
護
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
不
平
等
の
力
関
係
か
ら
生
ず
る
影
響
に
対
し
て
は
こ
の
要
件
の
中
で
は
保
護
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
ィ
ッ
民
法
は
制
定
当
時
は
自
由
主
義
的
見
解
か
ら
今
鷺
の
意
思
決
定
の
自
由
を
威
嚇
す
る
よ
う
な
危
険
を
考
え
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
．
産
業
化
さ
れ
た
国
家
の
諸
関
係
が
全
く
変
化
し
た
こ
と
に
も
よ
る
が
．
包
括
的
な
保
護
を
お
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
契
約
当
事
者
の
保
護
を
直
接
意
思
決
定
の
自
由
に
基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
づ
い
て
行
う
こ
と
は
立
法
者
が
意
思
決
定
の
鐵
磁
に
与
え
た
意
義
に
適
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
意
思
決
定
の
自
慮
の
保
護
を
強
迫
に
・
感
り
生
ず
る
浸
害
に
限
定
す
る
理
霞
は
．
次
第
に
増
大
す
る
強
制
状
態
に
対
す
る
保
護
の
要
求
従
っ
て
良
俗
違
反
の
行
為
の
枠
内
に
あ
る
意
思
決
定
の
自
由
の
要
求
が
充
足
き
れ
る
に
つ
れ
て
減
少
し
て
ゆ
く
。
意
思
決
定
の
欝
由
が
強
制
に
よ
り
侵
害
さ
れ
る
場
合
に
は
公
序
良
俗
違
反
の
行
為
の
要
件
を
充
す
場
合
と
し
て
保
護
を
受
け
る
が
．
こ
の
保
護
を
良
俗
違
反
の
行
為
の
要
件
か
ら
引
き
出
し
．
意
思
決
定
の
自
由
の
意
味
に
従
っ
て
意
思
表
示
の
有
効
要
件
と
し
て
独
立
さ
せ
る
点
に
の
み
固
有
の
進
歩
が
あ
る
。
こ
の
点
は
良
俗
違
反
の
行
為
の
要
件
の
規
定
の
適
用
が
一
定
の
内
容
を
も
つ
前
提
要
件
に
か
か
っ
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
不
当
と
認
め
ら
れ
る
に
つ
れ
て
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
過
程
と
意
思
表
示
の
伝
統
的
な
見
解
と
の
一
致
は
特
に
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
な
が
ら
意
思
決
定
の
自
由
の
立
法
上
の
評
価
を
観
察
し
老
慮
す
る
と
き
に
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
老
え
ら
れ
る
。
　
法
律
行
為
上
の
意
思
決
定
の
自
由
は
、
そ
れ
が
私
的
自
治
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
い
う
理
由
で
．
意
思
表
示
の
基
礎
的
な
意
昧
を
も
つ
。
そ
れ
故
に
民
法
は
強
迫
の
要
件
の
み
な
ら
ず
、
行
為
能
力
の
規
定
の
場
合
に
も
意
思
決
定
の
自
由
を
決
定
的
な
判
断
基
準
と
考
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
い
る
。
ド
イ
ッ
民
法
一
〇
四
条
二
項
は
こ
の
場
合
意
思
決
定
の
自
由
が
要
件
事
実
に
高
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
を
明
瞭
に
し
て
い
る
。
た
し
か
に
強
迫
の
要
件
の
場
合
に
は
意
思
自
由
の
侵
害
が
他
人
の
影
響
に
よ
り
外
部
か
ら
惹
起
し
、
行
為
能
力
の
場
合
に
は
侵
害
が
本
人
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
こ
の
区
別
は
侵
害
の
原
因
に
関
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
侵
害
の
対
象
と
し
て
の
自
由
な
意
思
決
定
は
同
一
の
内
容
を
も
つ
、
そ
れ
は
自
由
な
意
思
決
定
が
そ
の
都
度
私
的
自
治
を
可
能
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
自
由
な
意
思
決
定
が
行
為
能
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
と
関
連
し
て
如
何
に
決
定
さ
れ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
　
各
立
法
例
は
精
神
的
能
力
の
不
十
分
な
も
の
は
、
そ
の
程
度
が
心
神
喪
失
の
常
況
に
達
す
る
者
も
、
心
神
耗
弱
の
程
度
に
止
ま
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
も
、
と
も
に
こ
れ
を
無
能
力
と
し
て
い
る
が
、
ド
イ
ッ
民
法
一
〇
四
条
二
項
は
意
思
決
定
が
合
理
的
な
思
慮
に
従
っ
て
な
し
え
な
い
と
き
は
、
自
由
な
意
思
決
定
は
不
可
能
と
し
て
い
る
。
精
神
活
動
が
病
気
に
よ
り
侵
害
き
れ
自
由
な
意
思
決
定
の
で
き
な
い
も
の
は
行
為
無
能
力
と
さ
れ
る
。
十
分
な
洞
察
に
適
し
て
行
動
す
る
能
力
の
欠
け
て
い
る
と
き
も
自
由
な
意
思
決
定
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
な
意
思
決
定
と
は
、
規
定
の
目
的
か
ら
、
一
定
の
意
思
表
示
を
理
解
し
、
こ
の
認
識
に
従
っ
て
行
為
し
う
る
能
力
と
解
し
う
る
。
　
従
っ
て
法
律
行
為
的
行
為
を
合
理
的
に
制
御
す
る
能
力
が
基
本
的
な
観
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
一
般
的
な
取
引
観
念
に
従
っ
た
生
活
関
係
の
評
価
の
意
味
の
通
常
の
動
機
作
用
は
問
題
で
は
な
い
。
法
律
行
為
の
意
思
決
定
の
自
由
を
定
め
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
き
は
一
般
性
と
い
う
基
準
は
適
当
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
法
律
行
為
の
意
思
決
定
の
自
由
に
よ
り
保
障
さ
れ
た
私
的
自
治
に
よ
る
自
律
は
第
一
に
一
般
性
の
基
準
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
個
人
の
発
展
の
自
由
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
性
の
意
味
の
通
常
の
動
機
作
用
を
目
的
と
す
る
こ
と
は
画
一
性
に
方
向
づ
け
ら
れ
て
内
容
を
支
配
す
る
危
険
を
伴
っ
て
お
り
、
結
局
は
自
律
の
排
除
忙
至
る
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六
〇
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
合
理
的
に
決
定
さ
れ
る
意
思
決
定
を
目
的
と
す
る
自
由
な
意
思
決
定
は
法
律
行
為
の
意
思
決
定
の
本
質
に
適
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
活
関
係
の
合
理
的
な
秩
序
を
得
ん
と
努
め
る
法
規
は
法
律
行
為
の
意
思
決
定
を
も
理
性
の
原
理
の
下
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
ド
イ
ッ
民
法
一
〇
四
条
二
項
の
み
で
な
く
．
行
為
能
力
は
一
般
的
に
合
理
的
な
意
思
決
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
定
の
能
力
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
合
理
的
な
意
思
決
定
の
能
力
の
あ
る
者
の
な
し
た
法
律
行
為
に
の
み
効
力
を
与
え
る
の
で
あ
る
か
ら
．
法
規
は
基
本
的
に
は
或
る
程
度
重
要
な
闘
的
を
た
て
合
理
的
に
こ
れ
を
追
求
し
う
る
能
力
の
あ
る
者
の
み
に
意
思
自
治
を
認
め
て
い
る
、
た
し
か
に
詳
細
な
点
で
は
行
為
能
力
の
規
定
は
多
く
批
判
し
う
る
点
が
あ
る
が
．
し
か
し
な
が
ら
こ
の
基
本
思
想
は
議
論
の
余
地
は
な
い
。
入
的
無
能
力
者
を
法
律
行
為
の
取
引
か
ら
全
く
ま
た
は
制
限
的
に
除
外
す
る
こ
と
は
．
精
神
的
機
会
均
等
に
つ
い
て
の
欠
く
べ
か
ら
ぎ
る
最
少
限
の
限
度
を
実
現
し
．
そ
こ
で
意
思
自
治
に
よ
る
正
当
性
維
持
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
法
規
は
個
々
の
場
合
に
抽
象
的
に
見
て
、
当
事
者
が
自
己
の
利
益
を
十
分
に
防
禦
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
で
き
な
い
と
き
は
．
人
的
な
行
為
能
力
の
問
題
に
固
執
し
．
当
該
の
取
引
の
内
容
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
．
行
為
能
力
を
否
定
す
る
道
を
選
ん
で
来
た
。
こ
の
こ
と
は
具
体
的
な
場
合
に
は
．
行
為
無
能
力
者
の
行
為
が
無
効
と
な
る
立
法
例
に
於
い
て
は
．
行
為
無
能
力
者
の
利
益
と
な
る
行
為
も
治
癒
さ
れ
ぎ
る
無
効
と
な
り
．
利
益
な
贈
与
き
え
も
無
効
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎗
）
と
な
る
と
い
う
全
く
不
合
理
的
な
結
果
と
な
る
。
た
と
え
そ
の
行
為
が
行
為
者
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
場
合
で
も
無
効
で
あ
り
．
事
後
の
　
　
　
　
　
　
　
（
穀
）
追
認
は
不
可
能
と
な
る
。
　
そ
れ
故
に
客
観
的
な
調
査
の
結
果
、
無
能
力
者
の
た
め
に
履
行
の
等
価
関
係
が
あ
り
、
ま
た
は
わ
ず
か
な
不
等
価
関
係
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
人
的
な
行
為
能
力
の
問
題
を
も
当
面
の
考
慮
に
含
ま
せ
て
、
人
的
行
為
無
能
力
者
の
当
該
の
法
律
行
為
で
満
足
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
方
向
へ
の
一
つ
の
示
唆
が
い
わ
ゆ
る
制
限
無
能
力
者
に
少
な
く
と
も
贈
与
を
受
け
そ
の
他
の
利
益
と
な
る
行
為
の
み
を
締
結
す
る
能
力
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
基
本
的
に
は
技
術
的
関
係
に
於
い
て
経
済
的
利
益
性
と
い
う
こ
と
の
探
及
は
抽
象
的
に
は
決
め
ら
れ
な
い
の
で
こ
れ
を
行
為
無
能
力
者
の
法
定
代
理
人
に
も
委
せ
て
追
認
可
能
性
を
認
め
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
場
合
に
わ
た
っ
て
行
為
無
能
力
の
問
題
の
特
別
の
地
位
は
未
解
決
で
あ
る
。
　
我
が
民
法
に
は
制
限
無
能
力
者
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
が
、
意
思
能
力
の
無
い
者
の
法
律
行
為
は
無
効
と
な
る
の
で
、
意
思
無
能
力
者
の
贈
与
の
承
諾
も
無
効
と
な
り
贈
与
契
約
が
無
効
と
な
り
、
相
手
方
か
ら
こ
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
判
例
は
か
な
り
の
年
少
者
で
も
贈
与
を
承
諾
す
る
意
思
能
力
を
認
め
、
贈
与
契
約
を
有
効
と
し
て
い
る
し
、
更
に
こ
の
よ
う
な
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欝
）
に
は
こ
の
無
効
は
、
保
護
す
べ
き
利
益
の
あ
る
者
、
す
な
わ
ち
無
効
の
意
思
表
示
を
し
た
本
人
だ
け
か
ら
し
か
主
張
し
え
な
い
と
す
る
解
釈
も
あ
り
、
意
思
無
能
力
者
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
行
為
を
有
効
と
す
る
努
力
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
　
ま
た
、
取
引
の
保
護
と
無
能
力
者
保
護
の
抵
触
と
い
う
民
法
上
の
通
例
と
な
っ
て
い
る
問
題
は
取
引
の
安
全
の
問
題
と
し
て
特
別
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
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